今月の樹　「ボケ・クサボケ」
木瓜・草木瓜と書いて「ぼけ・くさぼけ」とはなかなか読めないものである。なるほど果実のなっている様子が木になる「ウリ」に似ているから「木瓜」といわれれば何となくわからないでもないがこれをボケと読むのは難しい。名の由来を調べて見れば果実が瓜に似ており、木になる瓜で「木瓜（もけ）」とよばれたものが「ぼけ」に転訛したとも、「木瓜（ぼっくわ）」から「ぼけ」に転訛したとも言われる。通常花期は３～４月とされるが、晩秋から初冬にかけてもよく花が見かけられることもありこの意味で「ボケ」かと思いきやそうではないらしい。　　　　　　　　　　　　
ボケ（　学名: Chaenomeles speciosa）は、バラ科

 HYPERLINK "https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9C%E3%82%B1%E5%B1%9E" \o "ボケ属" ボケ属の落葉低木。学名の speciosa は、「美しい」、「華やか」、Chaenomeles は「chaino（大きく裂けた）＋ melon（リンゴ）」が語源だそうだが、現実に実は裂けないので、おそらく縦に入る深いしわを勘違いしてつけられた属名だと思われる。
樹高は1 - 2m。若枝は褐色の毛があり、古くなると灰黒色になる。樹皮は縦に浅く裂け、古い小枝は刺となっている。
葉は長楕円形・楕円形で長さ5 - 9cm、鋭頭でまれに鈍頭。基部はくさび形で縁には細く鋭い鋸歯がある。　花は3 - 4月に葉の展開に先立ち開花する。短枝の脇に雄花と両性花を数個つける。花の色は淡紅、深紅が基本であるが、白と紅の斑、白などもある。
ボケは中国原産で、自生はなく観賞用として公園や庭園に植栽される。一方、これによく似たクサボケは日本の本州の関東地方以西、四国、九州に自生する。
クサボケ（草木瓜、学名: Chaenomeles japonica、英: Japanese quince）は、バラ科

 HYPERLINK "https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9C%E3%82%B1%E5%B1%9E" \o "ボケ属" ボケ属の落葉性の低木で高さが40～１00センチメートルくらいになる。 
幹は、基部からよく枝分かれし、下の方の枝は横になって地面についていることが多い。 短い枝はそこで成長がとまり鋭い刺になります。 
　　　　　　　　　　　　March.2016.NKC
葉は短枝に輪状につくか、長枝に互生してつき、葉身は倒卵形で先は丸く、葉縁は鋸歯状、長さ２～５ｃｍ、葉柄は３～１０ｍｍの長さです。長枝につく葉は腎臓形の托葉がよく目立ちます。 
　花は前年の枝の葉の脇につき、地面に近い下部の枝の腋に３～５個束生します。 花は、雌性花（両性花）と雄性花があり、1本の木に混生し３～４月頃、雄花は花弁５で円形、色は橙赤色、雄しべ多数、径１．５ｃｍ程です。両性花は長楕円形で７～１０ｍｍ程で雄しべは多数、花柱は１５～１７ｍｍで、雌性花は子房が太く花柱が長いようです。
秋になる果実は黄緑色に熟し、球形で約３ｃｍ程の大きさ、黄熟してリンゴに似た芳香があり、かむと酢っぱい味がします。
クサボケの果実の生薬名は、ボケの果実より調整する木瓜（もっか）と区別するため、和木瓜（わもっか）と呼びます。有効成分として、リンゴ酸、クエン酸、酒石酸などの有機酸が多量に含まれます。薬効としては、強壮、鎮徑（ちんけい）、鎮咳（ちんがい）、利尿薬として下肢の筋肉の疼痛、脚気、胃痙攣、暑気当たりによる筋肉のけいれんなどにもちいます。 通常、和木瓜（わもっか）を刻み、１日量５～１０グラを煎じ、１日３回に分け、食間に服用します。 
クサボケ酒：９～１０月頃に採取した果実５００グラムを水洗いして、よく水を切り縦横に６～８片に刻み砂糖２００グラムを加えて、ホワイトリカー１．８リットルに漬けます。１～２ヶ月でも飲めますが、本熟成には６ヶ月程熟成させます。 
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